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	応用
	抗原情報
	背景
	MAP4K4：ミトゲン活性化プロテインキナーゼ（MTP）キナーゼ4。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリーのメンバーです。このキナーゼはMAPK8/JNKを特異的に活性化することが示されています。このキナーゼによるMAPK8の活性化は、MAP3K7/TAK1、MAP2K4/MKK4、およびMAP2K7/MKK7の優性負性変異体によって阻害されることが分かっており、このキナーゼはMAP3K7-MAP2K4-MAP2K7キナーゼカスケードを介して機能し、TNF-αシグナル伝達経路を媒介する可能性があることが示唆されています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。
	研究分野
	MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	Jurkat(1)、PC-12(2)、Jurkat(3)、HepG2(4)、K652(5)ライセートに対するMAP4K4マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	MAP4K4マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	MAP4K4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	MAP4K4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

